
第２部　第２章　世界と比べた日本の地域的特色　地域間の結びつきの特色
教科書p.164〜166
問１　資料を見て，各問いに答えなさい。

［資料１］ 日本の輸入相手国の変化
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［資料２］ 日本における鉱工業品の貿易
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(1) ［資料１］のＡ，Ｂにあてはまる国名として正しいものを次のア～エから一つずつ選び，記号で答えなさい。知
ア．アメリカ合衆国　　　イ．ロシア　　　ウ．フランス　　　エ．中国
(2) ［資料１］の2013年の輸入相手国のうち，西アジアの国（サウジアラビア，アラブ首長国連邦，カタール）から日本は何を最も多く輸入していますか。次のア～エから一つ選び，記号で答えなさい。知
ア．鉄鉱石　　　イ．石炭　　　ウ．原油　　　エ．銅鉱
(3) ［資料２］を見て，日本の鉱工業品の貿易に関する説明として正しいものを，次のア～エから一つ選び，記号で答えなさい。資
ア．輸出品では，加工されたものが多いのに対し，輸入品には原料となるものが多い。
イ．輸出品では，原料となるものが多いのに対し，輸入品には加工されたものが多い。
ウ．輸入品では，輸送機械が全体の４分の１をしめるが，輸出品では２％未満である。
エ．輸入品では，石油・天然ガス・石炭などの地下資源が最も多く，全体の80％をこえる。
問２ ［地図］を見て，各問いに答えなさい。

［地図］ 新幹線とおもな航空路（2016年３月）
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(1) ［地図］の説明として，正しいものを次のア～オから二つ選び，記号で答えなさい。資
ア．東京から青森までは新幹線だけで行くことができる。
イ．東京から高知までは新幹線だけで行くことができる。
ウ．東京国際（羽田）から中国地方の各空港を結ぶ路線は，どれも１日片道20便以上ある。
エ．東京国際（羽田）と那覇を結ぶ路線は１日片道20便以上ある。
オ．国際線のある空港は，関東，中部，近畿の３地方に限られている。
(2)　東京国際空港（羽田空港）は国内路線だけでなく国際路線の拠点としての発展をめざしています。このように航空路線が放射状に伸びる拠点の空港のことを何とよぶか，答えなさい。知
問３ ［資料３］を見て，各問いに答えなさい。

［資料３］ 国内輸送の内訳の変化
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(1)　旅客輸送で，航空機の割合が増えた理由を二つ答えなさい。思
(2)　貨物輸送で，自動車の割合が増えた理由を二つ答えなさい。思

